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平成5年1月15 日 （金）、 20 時06 分ごろ北海勘 1隙 中を震源として発生した地震

は
、

マグ：h −5
“

　7．8とい う近年にない 大規嘆な地震であっ た。 その
’

揺n ’

は、 広範囲におよん

だ帆 中で も、 鋼路市におい ては震度6 （烈周 を誑録し、 建物等の被害は少なかっ たが、

人的被害 佛者 ・負傷者）、 電気 ・ガス ・水道さらには電話 （通信）機能に支障を及t2‘ll
一

とい う 「都市型地震被割 の様相を示 した。

　また、 今回の地震で は 、 休 日 （成人の 日）の 夜問の 発生とい うこ と もあ り、 被

災地 の中心で ある釧路市内で は、 家庭内で地震に よ る多 くの負傷者が発生 して い

る 。 こ うした同時に多数の 負傷者が発生 した場合の 医療機関の 初動措置 （負傷者

受け入れ体制）はど うだ っ たの か 、 また 、 医療機関自体の 被害状況は どうだ っ た

の か な ど を明らか に す る ため調査 を実施 した 。 そ の 方法は 、   現地の 医療機関

（病院）関係者へ の ヒ ア リン グ、   釧路市内全医療機関とそ の周辺の 主な病院へ

の ア ン ケ ー ト （郵送に よる）とした。 ア ン ケ
ー ト調査 の 主な内容 は以下 の とお り

で ある。

　 ｛1）医療施設の 事前対策 に つ い て

　（2）今回の 地震で の 施設被 害につ い て

　 ｛3）An回の 地震 で の 対応 につ い て

　 ｛4）その 他 、 今回の 地震で の 教訓 ・意見 （自由記述）
本報告は、 これ までの ヒアリング調査結果及び平成5年4月 10 日現在までの アンケ

ー
ト

回収結果から得た速報であり、 夜間の入的囎 と医療機関の地震対策のあり方を考える際

の基礎資料と位置付けたい
。
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1．は じめに

　1993 年 1月15 日20 時06 分tX 生した鬱1略沖地震の特徴は2つ ある。

まず 、 地震学的には、ユ ーラシアプレートの下に もぐり込む太平洋プレ
ー

ト内の深発生の

大地震 侃乳8）で あり、 主な余震域が3ト 40k  内と狭い こ とから、 これだけの エ ネルギ
ー

を放出するには 、 きわめて高い ス トレス ドロ ッ プが生 じたこ と。 また、 断層面の滑り量も

大きく （7dス ロケ
ーシ ョ ン の量は最大10mにも逮した とも考えられる）、 破壊速度も大で

あっ た。 すなわち、 最近マ ス コ ミなどに とり上げられ てい る 「ぬ るぬ る地震1などとは逆

の意味で ハ
ー

ドな地震だ っ 鵡 ために、 強震計で は大加速度が記録された力气 大地震とし

ては継続時間が短く、 短周陶 竕 （0，2〜眺瑚 が卓越 したので ある
。

この 地震のメカニ ズ

ム と幾ρかの強震計による地靂波の周波数特性から、 工学的には物的被害力沙 なく、 被災

エ リァ も比較的狭い （剣略支庁管内に被害は集中、
こ の エ リア内だけで被害総額の 80 ％

を占める）とい うの が箪者らを含めた多 くの研究者の現段階で の私見とい えよう。

次の特徴は、
この地震が寒冷地の冬の 日の夜、 それ も休日に発生 した とい うこ とである。

確かに 1923 年から 1992 年の 69 年間に何らかの被害をもた らした地震は我国全体

で 230 回、 その うち74 回は夜聞 （20時一4時の間）に発生 しており、 地震は昼夜を問

わず発生 してい るが 、 規膜の大きさ、 人的被害の多さ （こ の 場合丶 負傷者の数）からみれ

ば 、 近年ではまれな地震とい えるであろう。 すなわち、 この ような地震に対しては 、 現在

で もなお諸々の防災機関 哘 政を含む）の初動体勢は脆弱で あり、 かつ 電力、ガス等の供

給途絃 電話支障は現在儲 肺 型生活、 都市饑 に重大な瓣 をおよぼ すか らである。 事

実s 電力、 ガス の被害は人的被害に強く関与した しへ 暖房シ ス テム 仂1膃条件を含む）も

それを大幅に助長 した。

筆者らの調査グループは 、 きわめて学祭的かつ 大規模な調査を実施、 または実施中 ・分

析中であるが、ここで はその ごく
一
部を速報的に紹介する。

2 ． 調査法の概略

　0第1次現地調査 ：1月 19 日〜 1月23 日、 現地合流の建殿会社研究所 ・ コ ンサルタ

ン ト技術者を合わせて合計9名による被害調査と地盤ほか基礎資料の収集および習U路市を

中心とするほぼ全ての防災機闃訪問 （資料収集、
ヒ ア リング、 継続調査につ い ての協力以

来など）。

○第2次現地調査：2月14 日〜18 日、 3名、 主として 2月 ユ5 日現在の被害統計や

応急復旧に関する資料の収集、 黼 調査 （アンケ
ート覦査を含む）の

一
部実施 住民との

インタビュ
ー調査なと 
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　なお、 この 2回の調査における施設被害につ い ては 「土木施工、 6月号」に掲載 （予

定）の ため、
この報告では除外し、 主として表題の享項につ い てのみ記載する。 また、 調

査が多岐、
か つ 資料入手ルー トが 様々 なため、 本文申引用の都度、 必要最小限入手先など

を明記するにとどめる。

3．人的被害

　1月25 日現在の道庁集計の釧路支庁管内10 市町村の人的被害合計は、 歹Z堵f1丿k 重

傷52 人、 軽傷467 人の合計520 人である。 うち釧路市分は、 それぞれ 1人 、 42 人、

272 人め合計315 人と表記されてい る。 以下、 白糠町77 人 僭傷のみ）などとなっ

てい る。 ところで
、 2月15 日現庄、 釧路市市民部健康管理課が市医師会の協力を得て釧

路市の医療機関で受診した地震による患者数の集計値は 、 死者2人、 重傷69 人、 軽傷4

29 人の合奇 549 人 （うち釧路市分 ；2 、 52 、 426 の合計480 人）と報告されて

い る。 この数馗に白糖町での負傷者数88 人 （2月2
’
2 日同町聡務課長からの報告）を加

えた総数637 人の人的被書の受傷内容 （病名）を図
一1に示す。

　地震による被害纐 十は 、 人的被害の場合も地震後何時間現在の値とするかで変動する。

それは 、 地震当夜は家庭内の応急処置で済ませ、 翌日になっ てから医療機関で受診するケ

ー
スや後片付けの ときガラスなどで受傷する場合もあるか らである。 また、

この地震の場

合、 ガス中毒による患者の発生が 1月19 日に釧路市丿ll北町で発生し、 5人が市立釧路病

院に搬入されたし、 1月28 臥 1月31 日にも各1人つつ が同病院にガス会社職員に勧

め られた 、 あるい はその付添い で受診してい るなどの 事実もある。 図
一 1には

、 それらの

患者も含まれてい る。

その 他
52｛8燭2x】

ガス 中毒 4e
　 6，3s
骨折 395
．且＄

打撲 105
】5． 5覧

挫創599
．3s

熱傷18‘
　 8．gs

24，8sc

陛 1 主として凱酪支庁管内での負  内訳 嫐 37人1

　図から負傷者等の内容に寒冷地の 冬の夜の 地震の特暾が良く鸛み取れる。 まず寒冷地の

夜 とい うこ とで 、 熱傷の多さが 目立 つ
。 十分な鯛査 吩析）を済ませてい ない が 、

この種

の受窃は揺れの最中の場合が多いと考えられる。 2月15 日に入手した剣路市医師会の調

査結果 （182 人）によれば、 熱傷の部位は、 両下肢129 人、 両上肢27人。 すなわち、
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熱傷者182 人の うち 129 人 （約71 ％）が足に受傷してお り、
この負傷者は自力では

歩けない ことを憩味す る。 以下k 臀部 15 人、 顔5人、 背4人、 手2人であり、 地震直後

よく言われてい たヤカンやス トーブを手で押さえて受傷とい うより、 それ らの危験物によ

り受動的に負傷した と考える方が自然である。

　切創もこの地震の負傷内容の大きな特徴の
一つ である。 現段階では医師会病院で の受診

’

者136 人の内訳につ い てのみ しかい えない が 、 55 人 （約40 ％）が切創である。 うち

26 人 （全体の 19 ％）は足底ない しそれに近い部分の 受傷であり、 揺れ最中とい うより、

その後の暗闇の中での行動でガラス片を踏んでなどが原因であろ う。 因みに緑が丘地区で

の 100 世滯の聞込みや ア ンケー ト霞査では、 10 世滞で切創負傷者が発生していた。 い

ずれ．も家庭内処置で済ませた との ことだが全て 地霹後の受傷で あっ た （他に 1人が揺れ中

にあわてて捻挫）。

　ガス 中毒もまた寒冷地の夜の地震と強 く関連する。 釧路 ガス は改質ガス （LP ガス にメ

タンガスを約4％付加したもの とい うこと）を用い てい た。 災害に 「もし」はないのだが、

暖かい 季節だっ た ら窓を開けるなとで 、
この患者発生は大幅に防げたとも考えられる。

　図
一2は

、 前記の市健康管理課の資料 （市医師会よ り入手）、 549 人の死傷者め性

別 ・年齢層別発生率である。 それぞれ釧躋市の 1993 年4月の属性人口で割り、 相当す

る人口1、　oeo人当た りの 発生率で表わした。 この 549 人の死傷者の 中には釧路市以外の患

者も含まれるが、 図の死陽率発生傾向などに影響を与えるほどの ものではない
。 全数 54

9人の うち男は207 人、 女342 人で女性の それは 1． 65倍であり、 女性が負傷しや

すい とい う事実は
、

この 場合も明らかに認められて い る。 図より高齢者、
とりわけ＄0歳

以上の男 （9人 、 7，　5％）、 女 （15人 、 7，　2％）の死傷率が高い 。 その内容内訳は打撲 ・挫

創12 人、 熱傷6人 （うち2人は重傷）、 骨折3人、 落下物による切創3人、 胃 （吐血）

1人で あり、
い ずれも揺れに直接超因する。 70歳台では男 11人 （zg％）、 女30 人

（5，　6％〉であり、 女性の それが 2倍に近い
。

これは現段階で は推測だ煎 大体 10 歳台〜

70歳台の女性が男性に比べ謡れ最中および學筏 受傷しやすい 行動をとる側にあっ たと

い う程度の こ とは推測で きる 。

60 歳以上

70 才以」ち

　 60代

　 50代

　 40 代

　 30 代

　 20 代

　 10 代

5 ・−9オ

5才未満

圖

男 圦 、女3碑人 合跏 ‘9人

o　　　　　　　訌　　　　　　　 3　　　　　　　 3　　　　　　　可　　　　　　　 5　　　　　　　1　　　　　　　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⊂人〕

図
一2 釧路沖地震 「性別 ・年齢別死傷者発生率」　（人／年代別人口 1千人）

t
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4．1 鶴査概要
・

筆者らは1月19 日、 命鵬 市医師会を訪問し、 亭務局長 塚越 劭氏と会い
、 釧路市医

師会の 救急医瞭体制と地震当日等の対応 既況につ い て t アリングを行うとともに当日の当

番病院で ある同市医師会病院 藤田洽介院畏とも同様な場をもっ た。 さらに 2月15 臥

市 嬲 総 舗 灘 晒男院K ． 同病院 多胡秀ewuema など医繭 儲 の幾人

かと会う機会を得て、 医療対応などの概況を聞くことがで きた。

　次い で 、 市医師会の協力を得て釧路市の全病院20 機関および支庁管内の 4病院の合計

24 病院と釧路市内の全診療所90機関の被害と災害へ の備え、 対応 ・ 教訓などに閨する

ア ンケ
ー ト調査を実施した。 ここでの報告は、 上記の ヒアリングと4月 10 日現在の アン

ケ
ー ト回答：病院13 機関 （回収率 ：5fi，　6％）、 診療所60 機関 （66．　7％）の ご く一部 を報

告する。

4．2 医療機関の被害

表一 1は建物等の施設被害の 回答で ある力乱 13 病院の全てが何らかの 坡害をうけた

（1機関当た り約役2．6件）。 また、 診療所は 60機瀾のうち38 機関 （63，・3％）が何

らかの被害をうけた と回答してい る。　（いずれもヲ謡k 壁などの亀裂炉多い）。

　　　　　　　　　　　　表一1 建物等の被害状況 （複数回答）

天井、 壁 窓ガ ラ ス 周 囲の地
　　し

蛍光灯の プ ロ ツ ク 建物傾斜 その他 不明

の ひび の
’

病院 1076
，9

8
ε且．5

6
　2

43 1 17 4 Oo

診療所 3375
，

6 818 51 Oo 2 92
　 9

511
．

（ ）内は％

表一2は什器の被害で あり、 書棚、
ロ ッ カ

ー
の転圓などが、 特に診療所の薬品棚の転倒な

どは大きな教訓である。 なお、 什器内収容物の被害のうち特に薬品類につ いて被害の あっ

た病院は 8機関 （61，　5％）、 診療所は 18 機関 （3096）であり、 その他で特に多い の は食器

類の被害である。

次にライフライン関係につ い ては 13病院の電気設備で被害ありはゼ ロ
。 ガス設備3 （2

翫鮒、 給水設備5 （38，　5％）、 拂水設備 1 （7．　7％）、 ボイラ
ー3　（23．1％）、 電話の支障

9 （fiz　9％）が被害等の回答である。 同様に診療所に につ い ては、 電気設備1　Q．796）、

ガス設備3　（5，　O％）、 給水設旙4　伍7％）、 拶団頓殳備10　（16，　7％）、 ボイラ
ー 11　（1＆

3％）、 電話の 支障31 （51，　7％）となる。 すなわち、 この程度の比率で各医療機関におい

て医療活動支障は起こっ たのだが、 負傷初老数が
一部を除き一時的に殺到することもなく、

大きな混乱はなかっ た。 また、 停電も鋭盗市中蔭部で は無か っ たか一Nta9で あっ たの も

ラ ツ キーであっ た。

　以下 、 医療機器の 被害につ い ては、 病院 ：レン トゲン 2 （1胴 ％）、
メデイカルデス ク、
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計器類、 その他のそれぞれ 1 （7．7％）と何らかの被害はあっ た。 診療所で はレン トゲン 6

（101　O％）、 酸素吸入器 、 i計器類それぞれ 3　（5．0％）、 人工透断機器 1 （L　7％）など2＆

3％の機関で多少の被害はあっ たと報告された。

　なお釧酪市医師会の上記の被害等にもとつ く診療体制調査によれ嵐 回答の あっ た 75

医鐡 関の うち地震当夜診療可能43 （51．　3％）、 つ まり42，　1％は不可能だ っ た と答えてい

る。 翌日も不可能は2．　T％ （2機関）に過ぎない o

　　　　　　　　　　　　　　　 表
一2 什器の被書状況

（ 》内は％

4，3 医療機関の活動 （対応）

　釧路市医師会の調査によれ｝汰 地震直後から翌朝の通常診療時聞までの 問地震による傷

病者を診療した毆療機関数 （判明分）1ま17 、 儲 絵数は 271 人 （うち重傷32 人）で

ある 。 うち病院が 11 を占める。 うち主なものは医師会病院 133 人 （49．　1％）、 市立釧

路総合病院61 人 （2Z5％）、 釧路労災病院20人 （7， 4％）、 釧路第函 病院、 道東釧路協

立病院が各1 ユ人 （4．　1％）などで ある。

　アン ケ
ー

ト調査によれば地震発生時、 病院にい た医療スタッ フは事務職も含め平日の診

療時間蓆の約10％前後で あっ た 。 その ような状況の中で、 医療スタ ッ フの非常召集を行っ

たの は 3病院 （23．　1％）であっ た。 ただし、 「召集しなかっ た亅と回答した病院も、 実際

には電話の輙湊等によ り召集しようとしたが連絡がとれず 、 ス タッ フの 自発的参集に任せ

ざるを得なか っ た とい うの が実態の ようである。 図一3は 13 病院のス タッ フの参集状況

で ある。 図で意味があるの は発災後30 分以内程度で どの くらい の数 （比率｝のス タ ッ フ

が参集するか とい っ た実態であろう （例えば被災地の所要通勤時聞、 通勤手段などから）。
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　事例として当日当番病院であっ た医師会病院には鑓災時3人 （平常時診療時聞帯15
人）、 看護婦等12 人 （35 人）、 その他7人 （50人）い た。 したがっ て発災時には約2
1．6％のス タ ッ フが詰めてい たことになる。 発災後5分以内に医師が 2人、 30分以内の参
集者は合計13 人との 回答である。 すなわち、 台計35 人 （3Z7％）で、

い わば初動体制

をとっ たこ とになる。 この病院の停電時闘はおおよそ 20 分間で ある。 停電後約30秒で

非常用電源が作動する。
この間、 ICU の患堵等へ の 人工呼吸が なされた。 また、 1臨

看護婦が 91人い た入院患者を見回り、 声をかけた。 非常用電源は重油を燃料とする方式
で 、 その貯蔵量は8時聞、 空調機を除く重要轂備は全 てこの電源にリンク してい る。 ポイ

ラ
ーは耐震遮断装置によりス トッ プし、 点検後23 時30分に復旧 した （この聞、 暖房・

給湯などの支瞳はあっ た）。 地震による当日の患渚数は135 人との回答だっ た （この正

確な数値力鰰 こより若干異なるの は転院などの数え方による）。 医療対応の ピー
クはほ

ぼ21 時から23 時までの 2時間だ6た。 この間 、 看護婦さんが トリアージ的な ことまで

実施したの で ある。 すなわち、 軽微な処置 ・ 治療で済む患者へ の対応は彼女たち自身で行
い

、 医師の処置の優先度も彼女たちがかなり判断したなどである。 この ような体験から、

この病院では次の ような教訓を挙げてい る。

　  災害時の職員の召集方法の再検討。

　  病院聞および災書対策本部との電話回線以外の連絡体制の整備』

　  マス メディアなどによる住民へ の災害等、 診療可能病院の早期情報伝達b
なお、   につ い て 、 この病院では連絡員派遣も含めて市立 ・

日赤 ・労災の公立 3病院へ の

診療応需体制の確認を行うとともに 、 市災害対策本部に対 し、
この3 つ の公立病院での診

療に つ い ての情報を住民に伝えるように要請したので ある。 これに対し市蹣 院では 、 医

師会病院などから r外傷性患者 （急患）力鍛到したの で協力を」の要請を受け対応げると

ともに他の病院の急患の状況につ いて情報収集したとある。

一方、 労災病院 （発災後 ユ時

間半後ぐらい からや っ と来院）や赤十字病院は十分な救急体制をとっ たが 、 住民へ の情報

伝達が不粉 なため 、 患者はあまり来なかっ た （特に赤十学病院 ：6人のみ）。 この災害

時の救急医療情報の収集
・伝達体勢 （シス テム）の欠如が 、 重大な反省点であり、 教訓と

なっ た。

4．　4 医療機関の地震へ の備えにつ い て

　この地震は夜聞、 寒冷地、 冬期なる極めて悪い条件下で発生 した大地震だが、 被災規模
は中級であ り、

1 そめ点ではラッキーであっ た。 ために大きくは顕在化しなかっ たことを含
め 、 医療機関の地震対策の実態につ い てのアンケ

ー ト調査結果の
一部を紹介する。

〔1）什器 ・設備等の固定に対す る設問

　これは幾つかの具体的な什器や設備を示し、 固定してあるものの全て に0 印を付けて く
れる ように設問した。 それに対する回答である。

○病院 （13 機関） ：轡棚2 （15．　4％）、 医療薬品翻 2 （15，　4％）、 大型医療機器3 （23．
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　196）、
コン ピュ

ータ機器丶 ロ ッカー
、 患者ベ ッ ドはい ずれもゼロ

。 全てにO印なし7

（5＆　8％）。

（：驪 斤（60欟 ）　：醐 8 ｛13，396）、 騰 品棚 5　（S，3％）、 ヲ〈醐 5　（8，

　396）、
コ ン ビa 一タ機器1 （L　7％〉、

ロ ッ カー2 （a3％）、 患者ベ ッ ドゼロ o 全てに

　O印なし48 （80％）

嘔動防災マ ニ ュ アルの有無

Q 病 院 ：あり　9 （69．　2％）、 なし 3 （23．ユ96）、 無答 1 （T，7％）

C軫療所 ：あり　6 （10、0％）、 なし　54 （90．O％）

  防災訓練

0病 院 ：年2回実施 12 （20．0％）、 3回 1 （7．　7％）

C診療所 ：年 1回実施　12 （20，　e％）、 2回　8 （職 3％）、 3回以上　3 （研 ％）、

　不明　1 （L　7％）、 実施してい ない 　35 （5S．　3％）。

  非常用電源

○病 院 ：あり　12 （ga　3％）、 なし　1 （7．7％）。 連続使用可能時閥は不明が4、 以

　下 1時間か ら30 時間 （2．　5時間以下 ；3、 4時間 ；1）まで大きな幅がある （長時聞の ・

　回答は今後なお要検討）。

（〉診療所 ：あり　10 （1fi，　7％）、 なし

所につ い ては謙細は設問して い ない
。

44 （73　3％）、 無答　6 （10％）。 なお、 診療

5．おわりに

　ア ンケ
ー トによる推定麗度 （速報）はSlwa市とその周辺で震度5の強から震度6の弱の

地震動強さの 中で起こっ た人的破害 腋問の寒冷地の冬期の地震》の規模や特徴と医療機

関の対応、 その地震瞬対する備 えを速報版として まとめた。 結果につ いては今後の再調査

や進行中の 調査 ・分析を待たねばならない が、 残され た教訓や課題は多い o 例えば， より

規模の大きい 地震力洞 様な季節、 日時などに大都市を直撃した場合などで ある。 現状では

家庭内や盛 り場などで負傷者が多発するだろ う。 それに対す る救急医鐐体勢はお寒い か ぎ

りで ある。 家庭でρ琴県の固憲 常に使える状況にある懐中電灯 （場所 、 管思 本数）や

電池武の ラジオなどの備えは勿論として 、 医療機関の救急活動用の非常用電源など資機材
に対する公的支i援を切望 したい

。

末尾なが ら、 釧珞市医師会をはじめ多 くの 医療機関、 釧路支庁管内の行玖 特に総務課
の皆様方には調査に際し、 終始格別の ご協力を賜っ たこ とを特記し、 深甚の謝意を表わす

次第です。
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